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ざ
る
新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
1
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
1
概
説
　
こ
こ
に
、
お
伽
草
子
（
室
町
物
語
）
『
の
せ
猿
草
子
』
の
奈
良
絵
本
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヒ
　
あ
ハ
ヨ
ニ
ヱ
ハ
　
　
り
紹
介
す
る
T
）
。
『
の
せ
猿
草
子
』
は
、
江
戸
時
代
の
享
保
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
叢
書
、
御
伽
文
庫
（
渋
川
版
）
二
十
三
編
二
十
三
冊
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
書
型
は
横
長
の
絵
入
り
整
版
本
で
あ
る
。
こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ロ
ち
レ
ハ
　
　
　
ギ
　
に
先
だ
っ
て
同
型
、
同
文
、
同
絵
の
冊
子
が
明
暦
・
万
治
年
間
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
絵
に
は
淡
彩
で
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
（
丹
緑
絵
）
。
そ
れ
が
現
段
階
で
九
編
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
伽
文
庫
と
同
様
に
二
十
三
編
の
揃
い
本
で
あ
っ
た
と
推
断
さ
れ
て
い
る
〔
，
こ
。
換
言
す
れ
ば
、
御
伽
文
庫
は
そ
の
後
印
本
と
考
え
ら
れ
る
。
以
て
、
『
の
せ
猿
草
子
』
は
十
七
世
紀
中
頃
に
は
版
本
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
し
て
よ
い
。
と
も
か
く
も
、
そ
の
現
存
伝
本
は
御
伽
文
庫
本
だ
け
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
写
本
が
ま
ま
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
御
伽
文
庫
本
の
写
し
で
あ
る
。
　
そ
こ
に
あ
っ
て
、
注
目
す
べ
き
伝
本
が
出
現
し
た
（
以
下
「
本
書
」
）
。
外
題
（
題
簸
）
は
「
能
勢
猿
草
子
」
で
あ
る
。
絵
入
り
写
本
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
横
型
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
本
文
（
詞
書
）
を
御
伽
文
庫
本
と
徳
　
田
　
和
　
夫
（
共
同
研
究
者
岡
本
麻
美
、
上
野
友
愛
）
対
校
す
る
と
（
後
掲
【
翻
刻
お
よ
び
御
伽
文
庫
本
と
の
対
校
】
参
照
）
、
物
語
展
開
は
同
じ
で
あ
り
、
分
量
も
等
し
い
が
、
異
同
箇
所
が
五
十
個
所
以
上
に
の
ぼ
る
。
そ
の
中
に
は
単
純
な
誤
写
あ
る
い
は
書
き
換
え
に
よ
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
御
伽
文
庫
本
の
転
写
本
と
は
見
な
せ
な
い
。
ま
た
、
絵
は
渋
川
版
の
七
図
に
比
し
て
、
本
書
は
十
図
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
構
図
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
ち
な
み
、
書
写
期
す
な
わ
ち
制
作
期
は
後
述
の
と
お
り
、
大
正
八
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
の
奈
良
絵
本
で
あ
る
。
こ
れ
自
体
、
稀
な
事
例
で
あ
り
、
貴
重
な
一
本
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
お
　
　
　
　
ん
ロ
ニ
コ
　
本
書
の
か
つ
て
の
旧
蔵
者
は
、
故
岡
田
希
雄
氏
（
昭
和
＋
八
年
妓
、
享
年
四
＋
五
歳
）
で
あ
る
。
第
一
丁
表
に
二
種
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
氏
が
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
後
掲
【
書
誌
】
参
照
）
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
所
蔵
先
に
変
遷
が
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
十
八
年
に
古
書
犀
で
売
り
立
て
ら
れ
、
稿
者
の
も
と
に
帰
し
た
。
裏
表
紙
見
返
し
に
記
載
さ
れ
た
奥
書
に
は
「
右
能
勢
猿
草
子
は
大
正
己
未
の
年
の
年
の
は
し
め
に
徒
然
な
る
ま
・
に
も
の
し
今
六
月
廿
九
日
改
装
し
了
り
ぬ
、
青
虹
希
雄
誌
」
と
あ
り
（
外
題
、
一89一
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
本
文
と
同
筆
）
、
岡
田
氏
直
筆
の
書
写
で
あ
る
。
　
岡
田
氏
は
国
語
学
者
お
よ
び
文
献
学
者
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
確
固
た
る
業
績
は
現
在
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
（
『
類
聚
名
義
抄
の
研
究
』
等
）
。
ま
た
、
古
典
籍
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
そ
の
旧
蔵
書
は
諸
所
に
伝
わ
り
、
国
会
図
書
館
に
は
遺
書
「
岡
田
文
庫
」
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
。
氏
は
古
文
献
の
分
析
に
長
け
て
お
り
、
本
文
の
精
査
に
秀
で
て
、
か
つ
保
存
を
図
る
そ
の
学
術
的
な
姿
勢
に
は
信
頼
が
置
け
る
。
そ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
は
然
る
べ
き
伝
本
に
依
拠
し
て
書
写
し
た
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
絵
は
氏
自
身
の
手
に
な
る
も
の
か
、
別
途
、
相
応
の
画
家
が
描
い
た
も
の
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
と
も
か
く
も
、
本
書
が
右
の
状
況
か
ら
し
て
御
伽
文
庫
本
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
別
テ
キ
ス
ト
（
原
本
）
を
承
け
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
絵
も
原
本
の
そ
れ
を
継
い
だ
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
【
書
誌
】
架
蔵
。
写
本
、
袋
綴
、
一
冊
。
横
型
奈
良
絵
本
。
大
正
八
年
　
一
九
）
書
写
。
．
　
〔
寸
法
〕
縦
1
8
・
7
㎝
、
横
2
6
・
4
㎝
。
　
〔
表
紙
〕
楮
紙
。
薄
茶
地
に
白
の
刷
毛
模
様
が
入
る
。
　
〔
外
題
〕
表
紙
左
端
に
無
地
の
題
鑛
を
貼
り
、
「
能
勢
猿
草
子
」
　
　
　
　
書
。
奥
書
と
同
筆
。
（一
と
墨
〔
内
題
〕
ナ
シ
。
〔
紙
数
〕
十
一
丁
。
〔
料
紙
〕
楮
紙
。
〔
本
文
行
数
〕
十
六
行
。
十
七
行
（
三
ウ
、
六
ウ
、
七
ウ
、
八
ウ
、
九
　
　
　
ウ
）
。
〔
字
高
〕
1
5
・
0
～
1
5
・
8
㎝
。
〔
絵
〕
　
極
彩
色
。
計
十
面
（
ニ
オ
、
三
オ
、
四
ウ
、
五
オ
、
六
オ
、
七
オ
、
　
　
　
八
オ
、
九
オ
、
十
オ
、
十
一
オ
）
。
〔
奥
書
〕
裏
表
紙
見
返
し
に
「
右
能
勢
猿
草
子
は
／
大
正
己
未
の
年
　
　
　
の
年
の
は
し
め
に
徒
然
な
る
ま
・
／
に
も
の
し
今
六
月
廿
　
　
　
九
日
改
装
／
し
了
り
ぬ
、
青
虹
希
雄
誌
」
と
墨
書
。
外
題
　
　
　
と
同
筆
。
〔
印
譜
〕
第
一
丁
表
、
右
端
上
に
「
岡
田
／
希
雄
／
藏
書
」
の
朱
陽
　
　
　
刻
方
形
印
（
縦
横
B
㎝
）
、
下
に
「
半
宵
窮
／
成
楼
主
／
人
　
　
　
希
雄
」
の
陰
刻
（
白
文
）
朱
方
形
印
（
縦
3
0
、
横
路
㎝
）
。
　
　
　
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
（
日
本
書
誌
学
体
系
7
9
、
青
裳
堂
書
店
）
に
　
　
　
は
六
種
の
蔵
書
印
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
　
　
　
二
種
が
本
書
に
押
さ
れ
て
い
る
。
【
挿
絵
に
つ
い
て
】
　
本
書
『
能
勢
猿
草
子
』
（
以
下
「
本
書
」
）
は
、
御
伽
文
庫
本
『
の
せ
猿
さ
う
し
』
よ
り
三
図
多
い
全
十
図
の
挿
絵
を
有
す
る
。
金
箔
を
用
い
一90一
ず
、
主
と
し
て
中
間
色
に
よ
る
色
彩
本
位
の
描
法
は
、
原
本
の
も
の
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
全
体
に
筆
遣
い
は
重
く
、
素
朴
な
筆
致
で
は
あ
る
が
、
衣
の
文
様
、
衿
合
わ
せ
、
樹
木
の
点
苔
と
い
っ
た
細
部
に
至
る
丁
寧
な
彩
色
は
、
模
写
の
意
欲
に
満
ち
た
丹
念
な
画
面
作
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
場
面
比
定
を
行
い
、
御
伽
文
庫
本
の
作
例
と
比
較
し
な
が
ら
図
様
を
概
観
し
て
い
こ
う
。
　
〈
絵
一
〉
は
、
「
こ
の
苔
丸
殿
、
扇
お
つ
取
り
一
さ
し
舞
う
て
入
り
給
ふ
を
（
後
略
）
」
（
、
）
の
絵
画
化
で
あ
る
。
御
伽
文
庫
本
の
同
場
面
で
は
、
苔
丸
が
当
世
風
俗
の
小
袖
着
流
し
姿
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
吹
抜
け
の
室
内
で
、
直
衣
に
立
鳥
帽
子
姿
の
苔
丸
が
車
座
の
中
央
で
舞
っ
て
い
る
。
「
い
か
な
る
者
も
、
見
る
よ
り
心
空
に
な
し
、
お
も
し
ろ
か
ら
ず
と
い
う
事
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
従
者
の
一
人
は
、
右
手
を
額
に
そ
え
、
苔
丸
に
感
嘆
の
眼
差
し
を
向
け
る
。
　
〈
絵
二
〉
は
、
紅
葉
狩
を
す
る
苔
丸
と
、
梢
に
登
り
木
の
実
を
採
る
従
者
、
刀
持
が
描
か
れ
る
。
「
秋
は
色
付
く
木
々
の
梢
に
て
月
を
愛
で
、
万
の
木
の
実
を
愛
し
、
い
み
じ
き
色
好
み
に
て
お
は
し
け
る
」
の
場
面
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
御
伽
文
庫
本
に
当
該
図
は
見
ら
れ
な
い
。
　
続
く
＜
絵
三
〉
も
御
伽
文
庫
本
に
は
見
出
せ
な
い
図
様
で
あ
る
。
桜
が
咲
き
誇
る
春
景
の
中
、
「
是
は
、
い
か
な
る
人
の
住
処
や
ら
む
と
、
立
ち
寄
り
、
霞
の
絶
え
聞
よ
り
眺
め
給
へ
ば
」
と
、
苔
丸
一
行
は
草
木
の
御
所
を
垣
間
見
す
る
。
本
文
で
は
「
光
る
ほ
ど
の
姫
君
、
琴
弾
き
て
居
給
へ
り
」
と
あ
る
が
、
小
桂
姿
の
姫
君
は
、
檜
扇
を
手
に
屋
外
を
見
遣
っ
て
い
る
。
　
〈
絵
四
〉
は
、
「
日
枝
の
御
社
に
参
り
て
、
鰐
ロ
打
ち
鳴
ら
し
（
後
略
）
」
の
場
面
で
あ
る
。
本
図
は
、
御
伽
文
庫
本
の
当
該
図
を
反
転
さ
せ
た
構
図
を
と
る
が
、
モ
チ
ー
フ
の
構
成
要
素
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
本
図
が
、
前
述
の
〈
絵
三
〉
と
、
見
開
き
で
連
続
し
て
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
左
下
隅
に
鳥
居
を
配
す
こ
と
は
、
縁
取
ら
れ
た
画
面
外
か
ら
の
社
参
を
表
現
す
る
に
、
有
効
な
構
図
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
続
い
て
、
御
伽
文
庫
本
で
は
「
涙
な
が
ら
く
ど
き
給
ひ
て
、
御
前
を
立
た
せ
給
ふ
が
、
目
も
ま
ひ
心
消
え
く
と
な
れ
ば
」
＾
ε
と
、
樹
下
で
苔
丸
が
一
人
涙
す
る
図
が
見
ら
れ
る
〔
三
。
し
か
し
本
書
で
は
、
「
木
の
葉
か
き
寄
せ
枕
と
し
て
、
苔
路
の
む
し
ろ
に
倒
れ
臥
し
、
（
中
略
）
し
か
る
所
に
、
狐
の
田
舎
殿
参
り
あ
は
せ
給
」
う
場
面
が
〈
絵
五
〉
と
し
て
挿
入
さ
れ
る
。
御
伽
文
庫
本
と
比
べ
て
本
図
で
は
、
田
舎
殿
が
着
衣
姿
で
あ
る
こ
と
、
苔
丸
が
、
本
文
と
対
応
す
る
倒
れ
臥
し
た
姿
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
　
そ
し
て
、
背
景
描
写
を
同
じ
く
し
て
、
時
間
軸
が
変
化
す
る
。
続
く
＜
絵
六
〉
は
、
田
舎
殿
が
臥
し
た
苔
丸
の
傍
ら
に
脆
き
、
苔
丸
と
問
答
す
る
場
面
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
　
〈
絵
七
〉
は
、
時
が
遡
り
、
壱
岐
守
夫
妻
が
、
縁
先
で
「
八
月
望
の
夜
の
月
に
向
ひ
て
祈
ら
せ
給
」
う
様
子
が
描
か
れ
る
。
こ
の
図
様
も
御
伽
文
庫
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
月
へ
の
申
し
子
謬
と
は
、
一91一
新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
　
1
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
兎
特
有
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
月
と
兎
と
い
え
ば
、
『
今
昔
物
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
集
』
巻
第
五
「
三
獣
行
二
菩
薩
道
一
、
兎
焼
レ
身
語
第
十
三
」
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
、
本
作
と
同
じ
く
、
猿
・
兎
・
狐
の
三
獣
が
登
場
す
る
。
な
か
で
も
、
翁
と
化
し
た
帝
釈
天
の
た
め
に
、
木
に
登
り
、
栗
や
柿
、
梨
の
実
な
ど
を
採
る
猿
の
姿
は
、
本
書
〈
絵
二
〉
に
描
か
れ
た
猿
の
姿
態
に
通
じ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
〈
絵
八
〉
で
は
、
苔
丸
の
文
を
持
参
し
た
田
舎
殿
が
、
姫
君
の
御
所
を
訪
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
「
田
舎
殿
、
御
前
に
人
の
な
き
折
を
得
て
、
然
々
の
御
文
と
て
、
傍
に
置
く
」
と
あ
る
が
、
吹
き
抜
け
屋
台
の
室
内
に
は
侍
女
、
女
房
も
い
る
。
本
図
の
姫
君
は
、
苔
丸
か
ら
の
文
を
手
に
し
て
い
る
が
、
御
伽
文
庫
本
で
は
、
姫
君
の
前
に
既
に
硯
箱
が
配
さ
れ
て
お
り
、
田
舎
殿
は
、
姫
君
か
ら
の
文
を
受
け
取
り
退
室
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
続
く
＜
絵
九
〉
は
、
田
舎
殿
が
姫
君
の
文
を
「
急
ぎ
苔
丸
殿
に
持
ち
行
」
く
場
面
で
あ
る
。
本
文
は
「
見
せ
け
れ
ば
、
嬉
し
く
て
ふ
と
起
き
上
り
、
三
度
い
た
だ
き
見
て
、
美
し
の
御
手
や
と
、
胸
に
あ
て
、
顔
に
あ
て
」
と
あ
る
。
御
伽
文
庫
本
で
は
屋
外
で
文
を
読
む
苔
丸
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
本
図
の
苔
丸
は
、
自
宅
へ
と
戻
り
、
室
内
で
田
舎
殿
と
面
会
し
て
い
る
。
　
最
後
の
〈
絵
十
〉
は
、
「
苔
丸
殿
は
、
玉
世
姫
引
き
旦
ハ
し
、
丹
波
へ
越
え
給
ふ
」
場
面
で
あ
り
、
逆
勝
手
に
進
む
牛
車
が
大
き
く
描
か
れ
る
。
な
お
、
こ
の
最
後
の
一
図
も
、
御
伽
文
庫
本
に
は
見
出
せ
な
い
。
　
で
は
次
に
、
以
上
の
十
図
を
通
覧
し
、
本
作
の
様
式
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
を
挙
げ
た
い
。
　
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
江
戸
初
期
前
後
の
王
朝
物
語
絵
と
の
類
似
性
で
あ
る
。
〈
絵
三
〉
の
垣
間
見
の
場
面
で
は
、
左
上
部
に
姫
君
の
座
す
邸
宅
を
、
右
下
に
擁
を
斜
め
に
配
置
し
、
両
者
の
間
に
は
松
が
配
さ
れ
、
全
体
を
緩
や
か
な
円
弧
を
連
ね
た
形
の
霞
で
囲
む
。
こ
の
構
図
は
、
例
え
ば
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
の
橋
姫
の
場
面
と
共
通
す
る
。
ま
た
〈
絵
七
〉
で
は
、
左
上
部
か
ら
右
下
部
へ
の
対
角
線
を
つ
く
る
よ
う
に
縁
先
を
配
し
、
左
下
に
前
栽
を
描
く
。
左
端
に
長
く
伸
び
る
松
樹
の
上
空
に
は
、
霞
の
合
間
に
白
い
月
が
浮
か
び
、
こ
れ
も
ま
た
「
源
氏
物
語
画
帖
」
（
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
類
似
画
面
が
見
出
せ
る
。
続
く
＜
絵
八
〉
の
、
視
点
を
高
く
と
り
、
画
面
を
霞
で
囲
ん
で
遮
蔽
し
、
貴
族
女
性
の
邸
内
を
覗
き
窓
の
よ
う
に
傭
鰍
す
る
構
図
は
、
「
源
氏
物
語
扇
面
貼
付
屏
風
」
（
浄
土
寺
蔵
）
に
も
散
見
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
モ
テ
ィ
ー
フ
ご
と
の
風
俗
表
現
に
加
え
、
場
面
の
構
図
を
通
じ
て
も
、
王
朝
物
語
絵
と
の
連
想
を
誘
う
構
成
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
の
せ
猿
草
子
』
の
叙
述
が
、
王
朝
物
語
を
意
識
し
て
描
き
だ
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
田
切
秀
雄
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る
〔
・
）
。
し
か
し
本
書
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
叙
述
に
限
ら
ず
、
絵
画
面
か
ら
も
積
極
的
に
示
さ
れ
る
フ
レ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
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ま
た
、
そ
の
特
徴
は
霞
の
表
現
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
本
書
で
は
主
に
、
白
色
顔
料
で
括
っ
た
帯
状
の
所
謂
「
す
や
り
霞
」
と
、
円
弧
を
連
ね
た
雲
型
の
霞
と
の
二
種
類
が
、
場
面
ご
と
に
異
な
る
組
み
合
わ
せ
で
用
い
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
〈
絵
三
・
七
・
八
〉
で
は
、
後
者
の
霞
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
状
の
雲
霞
は
、
右
の
比
較
に
上
げ
た
王
朝
物
語
絵
諸
作
で
の
、
切
箔
や
砂
子
を
散
り
ば
め
た
金
雲
の
形
態
を
踏
襲
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
，
）
。
霞
そ
の
も
の
に
厚
み
を
も
た
せ
ず
、
平
坦
な
表
現
を
用
い
て
い
る
点
も
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
〈
絵
三
・
七
・
八
〉
が
、
そ
ろ
っ
て
御
伽
文
庫
本
に
当
該
場
面
が
見
出
せ
な
い
こ
と
は
興
味
深
い
。
　
終
わ
り
に
、
本
書
の
原
本
（
祖
本
）
に
あ
た
る
作
品
の
制
作
年
代
に
関
し
て
、
絵
画
の
面
か
ら
触
れ
て
お
こ
う
亘
。
　
ま
ず
描
写
の
様
式
か
ら
す
る
と
、
全
体
と
し
て
や
ま
と
絵
の
雰
囲
気
を
継
ぎ
、
例
え
ば
松
に
代
表
さ
れ
る
樹
木
の
、
輪
郭
を
と
ら
ず
筆
の
腹
を
用
い
て
色
を
乗
せ
る
描
法
、
着
衣
等
に
み
る
装
飾
の
細
や
か
さ
、
均
一
な
直
線
を
用
い
構
造
的
な
正
確
さ
を
有
す
る
建
物
な
ど
は
、
横
型
奈
良
絵
本
の
な
か
で
も
緻
密
な
表
現
が
う
か
が
え
る
『
雨
や
ど
り
』
や
『
は
ち
か
つ
き
』
（
£
と
共
通
す
る
。
　
ま
た
先
の
霞
表
現
か
ら
考
慮
し
、
本
書
で
は
白
群
の
霞
が
、
仮
に
も
し
、
祖
本
に
お
い
て
金
雲
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
表
現
は
、
江
戸
ご
く
初
期
と
さ
れ
る
『
弥
兵
衛
鼠
』
（
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
）
な
ど
に
近
し
い
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
う
し
た
要
素
を
合
わ
せ
み
れ
ば
、
本
書
原
本
の
制
作
期
は
江
戸
時
代
初
期
に
お
く
こ
と
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
注1
本
来
な
ら
ば
梗
概
を
掲
げ
る
べ
き
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。
徳
田
　
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』
（
二
〇
〇
二
年
九
月
、
東
京
堂
出
版
）
の
同
項
目
　
（
三
浦
億
人
執
筆
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
御
伽
文
庫
本
の
挿
絵
は
岩
波
文
　
庫
『
御
伽
草
子
』
（
下
）
、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
御
伽
草
子
集
』
等
に
載
る
。
2
御
伽
文
庫
お
よ
び
そ
の
前
身
の
揃
い
本
に
つ
い
て
は
、
橋
本
直
紀
「
御
伽
文
庫
」
　
（
週
間
朝
日
百
科
・
世
界
の
文
学
2
9
『
お
伽
草
子
』
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
が
要
　
を
得
て
お
り
、
収
録
図
版
も
参
考
に
な
る
。
3
本
稿
釈
文
よ
り
引
用
。
4
市
古
貞
次
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
3
8
　
御
伽
草
子
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
　
四
年
）
二
九
一
頁
。
5
御
伽
文
庫
本
に
比
べ
て
図
様
数
が
多
い
本
書
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
描
か
れ
ず
、
　
御
伽
草
子
本
に
見
ら
れ
る
図
様
は
、
こ
の
場
面
の
み
で
あ
る
。
6
小
田
切
秀
雄
『
小
田
切
秀
雄
著
作
集
　
第
五
巻
　
日
本
近
世
文
学
の
展
望
』
（
法
　
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
四
年
）
6
5
1
6
6
頁
。
7
原
本
で
は
、
金
雲
形
態
の
踏
襲
の
み
な
ら
ず
、
泥
や
箔
を
用
い
た
金
雲
そ
の
も
　
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
横
型
奈
良
絵
本
の
霞
や
雲
　
形
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
慎
吾
「
奈
良
絵
本
の
霞
1
そ
の
形
式
と
意
義
1
」
（
『
奈
　
良
絵
本
・
絵
巻
研
究
』
2
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
、
「
雲
形
と
室
内
装
飾
－
横
型
　
奈
良
絵
本
に
お
け
る
彩
色
の
一
傾
向
に
つ
い
て
ー
」
（
『
芸
能
文
化
史
』
2
2
、
二
　
〇
〇
五
年
七
月
）
が
参
考
に
な
る
。
8
こ
の
よ
う
な
推
察
は
、
岡
田
希
雄
氏
あ
る
い
は
画
家
が
ど
の
よ
う
な
模
写
制
作
　
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
難
し
い
。
そ
の
点
を
踏
　
ま
え
た
う
え
で
、
可
能
性
と
し
て
付
言
と
し
て
お
き
た
い
。
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新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
　
1
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
1
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
9
高
崎
富
士
彦
『
日
本
の
美
術
5
2
お
伽
草
子
』
（
至
文
堂
、
一
九
七
四
年
九
月
）
9
2
　
頁
に
図
版
所
載
。
＊
な
お
、
本
書
の
絵
十
図
は
、
後
掲
の
【
架
蔵
本
釈
文
】
に
お
い
て
（
）
内
に
そ
の
位
置
を
記
載
し
、
最
後
に
一
括
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。
【
架
蔵
本
翻
刻
お
よ
び
御
伽
文
庫
体
と
の
対
校
】
（
次
頁
）
　
〔
凡
例
〕
、　、、
一
、
一
、
翻
刻
は
原
文
表
記
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
「
見
こ
・
、
」
は
「
み
」
、
「
ハ
」
は
「
は
」
、
「
ワ
」
は
「
わ
」
と
記
し
た
。
対
校
に
用
い
た
御
伽
文
庫
本
（
渋
川
版
）
は
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
の
複
製
、
市
古
貞
次
編
『
御
伽
草
子
1
5
の
せ
猿
さ
う
し
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
一
年
）
で
あ
る
。
な
お
、
原
文
に
あ
る
句
点
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
改
丁
の
箇
所
は
一
字
空
け
と
し
た
。
架
蔵
本
の
改
行
に
従
っ
て
、
御
伽
文
庫
本
も
改
行
し
た
。
異
同
箇
所
は
、
御
伽
文
庫
本
の
本
文
に
傍
線
を
施
し
た
。
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翻
刻
『
能
勢
猿
草
子
』
　
詞
書
一
（
一
オ
）
⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
い
つ
れ
の
時
に
か
あ
り
け
む
丹
波
の
く
に
能
勢
の
山
に
と
し
を
へ
し
さ
る
あ
り
名
を
ば
ま
し
を
の
こ
ん
の
か
み
と
申
し
け
る
そ
の
子
に
苔
丸
と
の
と
て
世
に
す
く
れ
て
ち
ゑ
さ
い
か
く
け
い
の
う
す
く
れ
け
る
か
た
あ
り
こ
の
こ
け
ま
る
殿
あ
ふ
き
お
つ
と
り
ひ
と
さ
し
ま
う
て
入
り
給
ふ
を
い
か
な
る
も
の
も
み
る
よ
り
心
そ
ら
に
な
し
お
も
し
ろ
か
ら
す
と
云
ふ
事
な
し
さ
る
ほ
と
に
こ
け
ま
る
殿
や
う
く
は
た
ち
は
か
り
に
な
ら
せ
給
ふ
父
母
い
か
な
る
方
よ
り
も
御
よ
め
こ
を
と
申
さ
せ
給
へ
ど
も
み
・
に
も
き
・
入
れ
た
ま
は
す
わ
れ
お
も
ふ
子
細
あ
り
な
み
く
な
ら
ん
も
の
を
い
か
て
か
つ
ま
に
む
か
へ
ん
嵜
に
時
め
く
対
校
（
御
伽
文
庫
本
）
さ
る
ほ
ど
に
た
ん
ば
の
く
に
の
せ
の
山
に
と
し
を
へ
し
、
さ
る
あ
り
。
な
を
ば
ま
し
お
の
こ
ん
の
か
み
と
　
　
　
　
　
　
　
こ
申
し
け
る
。
そ
の
子
に
こ
け
ま
る
と
の
と
て
。
世
に
こ
え
て
ち
ゑ
さ
い
か
く
。
げ
い
の
ふ
す
ぐ
れ
け
る
か
た
あ
り
。
此
こ
け
ま
る
ど
の
あ
ふ
ぎ
お
つ
と
り
一
さ
し
ま
ふ
て
入
り
給
ふ
を
。
い
か
な
る
も
の
も
み
る
よ
り
。
心
そ
ら
に
な
し
。
お
も
し
ろ
か
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
さ
る
あ
ひ
だ
こ
け
ま
る
と
の
。
や
う
く
は
た
ち
ば
か
り
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
。
ち
・
は
・
い
か
な
る
か
た
よ
り
も
御
よ
め
こ
を
と
申
さ
せ
給
へ
共
み
・
に
も
き
・
入
れ
た
ま
は
ず
わ
れ
お
も
ふ
し
さ
い
有
。
な
み
く
な
ら
ん
も
の
を
。
い
か
て
か
つ
ま
に
む
か
へ
ん
。
い
か
な
る
一95一
新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
　
1
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
1
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
詞
書
二
⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
（
一
ウ
）
公
卿
殿
上
人
の
お
ん
む
す
め
な
ら
て
は
ひ
さ
し
か
ら
ぬ
う
き
よ
に
何
か
せ
む
と
お
ほ
し
め
し
け
る
世
の
な
か
の
人
た
ち
身
の
ほ
と
知
ら
ぬ
の
ぞ
み
と
そ
し
り
給
は
む
や
か
ら
も
あ
る
へ
し
事
も
お
ろ
か
や
わ
れ
ら
か
先
祖
猿
丸
太
夫
は
み
な
人
の
し
れ
る
寄
よ
み
な
り
　
奥
山
に
も
み
ち
ふ
み
わ
け
な
　
く
鹿
の
聲
き
く
と
き
そ
　
　
　
秋
は
か
な
し
き
と
よ
み
給
ひ
し
寄
は
こ
れ
を
小
倉
山
の
し
き
し
の
寄
の
う
ち
に
定
家
卿
も
入
れ
ら
れ
し
な
り
そ
の
ほ
か
よ
・
の
寄
人
の
説
に
も
わ
れ
を
い
な
お
ほ
せ
鳥
ま
し
ら
の
こ
え
な
と
・
い
へ
る
を
し
ら
す
や
お
そ
ら
く
は
け
い
つ
に
お
き
て
は
く
ぎ
や
う
て
ん
上
人
の
　
む
す
め
な
ら
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
は
。
ひ
さ
し
か
ら
ぬ
う
き
世
に
何
か
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
の
な
か
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
。
世
中
の
人
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ
み
ち
。
身
の
ほ
と
し
ら
ぬ
望
と
お
も
ひ
給
は
ん
や
か
ら
も
あ
る
べ
し
　
こ
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ゆ
ふ
お
ろ
か
や
。
わ
れ
ら
が
せ
ん
ぞ
さ
る
ま
る
太
夫
は
。
み
な
　
　
し
れ
る
か
じ
ん
な
り
　
お
く
や
ま
に
も
み
ち
ふ
み
わ
け
な
く
し
か
の
こ
え
き
く
時
ぞ
あ
き
は
か
な
し
き
と
よ
み
給
ひ
し
う
た
は
。
こ
れ
を
を
ぐ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
か
　
の
し
き
し
の
わ
か
に
定
家
も
入
れ
ら
れ
し
な
り
。
其
ほ
か
世
々
の
か
じ
ん
の
せ
つ
に
も
わ
れ
を
い
な
お
ほ
せ
と
り
。
ま
し
　
ら
の
こ
え
な
ど
・
て
よ
み
を
く
和
か
を
人
し
ら
ず
や
。
お
そ
ら
く
は
け
い
つ
に
を
き
て
は
一96一
詞
書
三
⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
（
ニ
ゥ
）
誰
人
に
か
劣
る
へ
き
な
ま
し
ひ
な
る
や
か
ら
と
ま
し
は
り
て
何
か
せ
む
と
お
ほ
し
め
し
春
は
い
は
の
は
さ
ま
に
て
花
を
な
か
め
秋
は
い
ろ
付
く
木
々
の
梢
に
て
月
を
め
で
よ
う
つ
の
木
の
み
を
あ
い
し
い
み
し
き
い
ろ
こ
の
み
に
て
お
は
し
け
る
さ
る
あ
ひ
た
立
願
の
し
さ
い
有
り
て
日
枝
の
御
神
に
ま
ゐ
ら
せ
給
ひ
け
る
か
を
り
し
も
都
は
や
な
き
桜
を
こ
き
ま
せ
た
る
に
し
き
の
春
に
て
あ
り
け
れ
は
こ
・
か
し
こ
東
山
の
あ
た
り
を
な
か
め
あ
り
か
せ
給
ふ
ご
・
に
北
し
ら
河
の
あ
た
り
に
さ
も
あ
り
け
に
つ
く
り
た
る
く
さ
木
の
御
所
あ
り
こ
は
い
か
な
る
人
の
す
み
か
や
ら
む
と
立
ち
よ
り
か
す
み
の
た
え
ま
よ
り
な
か
め
給
へ
は
ひ
か
る
ほ
た
れ
人
に
か
を
と
る
べ
き
。
な
ま
じ
ゐ
な
る
や
か
ら
に
圓
を
そ
め
何
か
せ
ん
と
お
ぼ
し
め
し
。
つ
ね
は
い
は
の
は
ざ
ま
に
て
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ぎ
花
を
み
。
秋
は
　
　
　
木
々
の
こ
ず
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
つ
　
　
こ
に
て
は
月
を
な
が
め
。
万
の
木
の
み
を
あ
ひ
し
。
い
と
や
さ
し
き
い
ろ
こ
の
み
に
て
お
は
し
　
　
　
さ
る
あ
ひ
だ
け
る
。
去
間
り
う
ぐ
は
ん
の
し
さ
い
有
て
。
ひ
よ
し
の
御
が
み
に
ま
い
ら
せ
給
ふ
が
　
お
り
し
も
み
や
こ
は
。
や
な
ぎ
さ
く
ら
を
こ
き
ま
ぜ
た
る
　
　
　
　
春
に
て
有
け
れ
ば
。
こ
・
か
し
こ
ひ
が
し
山
の
あ
た
り
を
な
が
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
か
わ
あ
り
か
せ
た
ま
ふ
。
こ
・
に
き
た
白
河
の
へ
ん
に
さ
も
有
げ
に
つ
く
り
た
る
く
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
草
木
の
御
し
よ
有
。
是
は
い
か
な
る
人
の
す
み
か
や
ら
ん
と
。
た
ち
よ
り
か
す
み
の
た
え
ま
よ
り
な
か
め
給
へ
ば
。
う
つ
く
し
き
一97一
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）
と
の
姫
君
こ
と
ひ
き
て
ゐ
給
へ
り
い
か
な
る
方
や
ら
む
と
ゆ
か
し
け
れ
は
心
も
そ
ら
に
な
り
つ
・
ま
た
た
き
も
せ
で
ま
ほ
ら
せ
給
ふ
か
や
う
に
心
を
う
こ
か
し
給
ふ
も
こ
と
わ
り
成
う
さ
き
の
い
き
の
か
み
殿
の
ひ
と
り
ひ
め
に
て
そ
お
は
し
け
る
そ
の
姿
ち
ん
じ
や
う
に
耳
の
あ
た
り
ぬ
れ
く
と
い
う
白
く
世
に
は
な
ら
び
な
き
御
か
た
ち
に
て
そ
あ
り
け
る
こ
け
ま
る
殿
は
つ
く
く
と
み
給
ひ
て
く
の
中
に
か
・
る
う
つ
く
し
き
人
も
あ
り
け
り
い
か
に
し
て
も
つ
て
も
が
な
と
そ
れ
よ
り
ふ
む
あ
し
も
し
と
ろ
に
て
ゆ
め
に
道
た
と
る
や
う
に
し
て
日
え
の
み
や
し
ろ
に
ま
ゐ
り
て
わ
に
く
ち
う
ち
な
ら
し
き
め
う
ち
や
う
ら
い
山
王
廿
一
社
し
ら
河
あ
た
り
に
て
み
し
君
の
お
も
か
け
わ
す
れ
や
ら
て
今
は
露
の
い
の
ち
ひ
め
君
。
こ
と
ひ
き
て
ゐ
給
へ
り
。
い
か
な
る
か
た
や
ら
ん
と
。
　
　
　
　
　
　
心
　
そ
ら
に
な
り
つ
・
。
ま
だ
・
き
も
な
く
ま
ほ
ら
せ
給
ふ
。
　
か
や
う
に
心
を
う
つ
し
給
ふ
も
だ
う
り
か
な
。
う
さ
ぎ
の
い
き
の
か
み
ど
の
ひ
と
り
び
め
に
て
ぞ
お
は
し
け
る
。
そ
の
か
た
ち
じ
ん
じ
や
う
に
。
み
・
の
あ
た
り
ぬ
れ
く
と
い
う
し
ろ
く
。
固
に
は
な
ら
び
な
き
御
す
が
た
に
て
ぞ
有
け
る
。
こ
け
ま
る
ど
の
は
つ
く
く
と
み
給
ひ
て
。
固
の
中
の
人
に
は
。
か
や
う
の
す
が
た
あ
ら
じ
。
い
か
に
し
て
　
つ
て
も
か
な
と
。
そ
れ
よ
り
ふ
む
あ
し
も
し
と
ろ
に
て
。
ゆ
め
に
み
ち
を
た
ど
る
や
う
に
し
て
。
ひ
よ
し
の
御
や
　
し
ろ
に
ま
い
り
て
。
わ
に
ぐ
ち
う
ち
な
ら
し
。
き
み
や
う
ち
や
う
ら
い
さ
ん
わ
う
二
十
一
し
や
。
か
は
へ
ん
に
て
み
し
君
の
お
も
が
け
。
わ
す
れ
や
ら
で
。
口
は
つ
ゆ
の
命
白
一98一
詞
書
五
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（
四
オ
）
も
き
え
う
せ
な
む
と
思
ふ
こ
の
身
を
た
す
け
か
の
姫
に
あ
は
せ
て
た
ひ
給
へ
と
き
も
心
を
く
た
き
な
み
た
な
か
ら
く
と
き
給
ひ
て
御
前
を
立
・
せ
給
ふ
か
め
も
ま
ひ
心
き
え
く
と
な
り
け
れ
は
ふ
る
さ
と
へ
か
へ
ら
ん
事
も
な
り
か
た
く
木
の
葉
か
き
よ
せ
枕
と
し
て
こ
け
ち
の
む
し
ろ
に
た
ふ
れ
ふ
し
ほ
れ
く
と
し
て
あ
か
さ
せ
給
ふ
し
か
る
所
に
き
つ
ね
の
ゐ
な
か
と
の
ま
ゐ
り
あ
は
せ
給
ひ
か
の
こ
け
丸
殿
を
つ
く
く
と
見
て
御
め
も
と
手
あ
し
の
う
る
は
し
さ
よ
い
か
な
る
御
方
な
れ
は
か
く
て
こ
・
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
ぞ
定
め
て
こ
の
み
や
し
ろ
へ
ま
う
で
給
ふ
か
旅
に
つ
か
れ
給
ふ
か
と
ね
ん
ご
ろ
に
と
ひ
し
か
ば
苔
丸
殿
い
や
こ
れ
は
行
へ
も
な
き
も
き
え
う
せ
な
ん
と
お
も
ふ
こ
の
み
を
た
す
け
。
か
の
ひ
め
に
あ
は
せ
て
た
び
給
へ
と
。
か
ん
た
ん
を
く
だ
き
。
な
み
だ
な
が
ら
く
ど
き
た
ま
ひ
て
。
御
ま
へ
を
た
た
せ
給
ふ
が
。
め
も
ま
ひ
心
き
え
く
と
な
　
　
れ
ば
ふ
る
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
へ
か
へ
ら
ん
事
も
な
り
が
た
く
。
木
の
は
か
き
よ
せ
ま
く
ら
と
　
し
て
。
こ
け
ち
の
む
し
ろ
に
た
ふ
れ
ふ
し
。
ほ
れ
く
と
し
て
あ
か
さ
せ
給
ふ
。
し
か
る
と
こ
ろ
に
き
つ
ね
の
ゐ
な
か
ど
の
ま
い
り
あ
は
せ
給
ひ
。
か
の
こ
け
ま
る
殿
を
つ
く
づ
く
と
み
て
。
御
め
も
と
て
あ
し
の
し
ん
じ
や
う
さ
よ
。
い
か
な
る
御
方
な
れ
ば
。
か
く
て
こ
・
に
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
ぞ
。
さ
だ
め
て
此
み
や
し
ろ
へ
ま
う
て
給
ふ
が
。
た
び
や
つ
れ
に
く
た
び
れ
さ
せ
給
ふ
か
と
。
打
と
け
て
と
い
し
か
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く
こ
け
ま
る
ど
の
。
い
や
こ
れ
は
行
ゑ
も
な
き
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）
下
膓
の
子
に
て
候
と
答
へ
さ
せ
給
ふ
に
ゐ
な
か
と
の
い
や
く
そ
れ
は
そ
ら
こ
と
と
お
も
ひ
ま
ゐ
ら
す
る
い
か
さ
ま
こ
の
御
神
へ
ま
う
で
さ
せ
給
ふ
人
の
中
に
た
れ
そ
の
姫
な
と
を
御
ら
ん
し
て
し
つ
心
な
き
懸
に
し
つ
ま
せ
給
ふ
と
見
ま
ゐ
ら
せ
候
心
の
中
を
の
こ
さ
す
語
り
給
へ
と
頼
も
し
け
に
し
み
く
と
申
し
け
れ
は
苔
丸
殿
涙
を
は
ら
く
と
な
か
し
も
の
や
お
も
ふ
と
人
の
と
ふ
ま
て
と
い
ふ
事
の
さ
ふ
ら
ふ
と
て
は
つ
か
し
け
に
御
か
ほ
を
あ
か
ら
め
さ
せ
給
ひ
う
ち
ふ
し
給
へ
は
そ
の
時
ゐ
な
か
殿
い
ろ
を
も
香
を
も
し
る
人
そ
し
る
み
つ
か
ら
も
わ
か
く
候
ひ
し
時
は
さ
や
う
の
事
も
候
ひ
し
な
り
思
ひ
も
懸
も
わ
か
き
時
の
な
ら
ひ
な
り
つ
・
ま
す
申
さ
せ
給
へ
い
の
ち
と
・
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
下
ら
う
の
子
に
て
さ
ふ
ら
ふ
と
こ
た
へ
さ
せ
給
ふ
に
。
ゐ
な
か
ど
の
い
や
く
そ
れ
は
そ
ら
こ
と
と
お
も
ひ
ま
い
ら
す
る
。
い
か
さ
ま
此
御
が
み
へ
ま
う
て
さ
せ
給
ふ
人
の
な
か
に
。
た
れ
そ
の
ひ
め
な
ど
を
御
ら
ん
じ
て
。
し
つ
心
な
き
こ
ひ
に
し
づ
ま
せ
給
ふ
と
み
ま
い
ら
せ
候
。
心
の
う
ち
を
の
こ
さ
ず
か
た
り
給
へ
と
。
た
の
も
し
げ
に
し
み
じ
み
と
申
け
れ
ば
。
こ
け
ま
る
ど
の
な
み
た
を
は
ら
く
と
な
か
し
。
物
や
お
も
ふ
と
。
人
の
と
ふ
ま
て
と
い
ふ
こ
と
の
さ
ふ
ら
ふ
と
て
。
御
は
つ
か
し
げ
に
　
か
ほ
を
あ
か
　
め
さ
せ
た
ま
ひ
。
う
ち
ふ
し
給
へ
ば
。
そ
の
と
き
ゐ
な
か
ど
の
。
い
ろ
を
も
か
を
も
し
る
人
そ
し
る
。
み
つ
か
ら
も
わ
か
く
さ
ふ
ら
ひ
し
と
き
は
。
さ
や
う
の
こ
と
も
候
ひ
し
な
り
お
も
ひ
も
こ
ひ
も
わ
か
き
と
き
の
な
ら
ひ
な
り
　
つ
・
ま
ず
申
さ
せ
給
へ
。
い
の
ち
と
と
一100一
詞
書
七
⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
（
六
ウ
）
も
に
た
の
ま
れ
申
さ
ん
と
い
ひ
け
れ
は
た
の
も
し
の
人
の
こ
と
は
や
な
か
く
て
き
え
な
は
つ
み
ふ
か
し
い
ま
は
何
を
か
・
く
し
ま
ゐ
ら
せ
ん
す
き
に
し
こ
ろ
し
ら
河
の
花
木
の
ま
を
た
と
り
し
に
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
君
を
見
て
い
ま
は
い
の
ち
の
玉
の
緒
の
た
え
な
ん
後
に
た
れ
人
か
露
も
あ
は
れ
と
お
も
ふ
ま
し
き
も
し
も
こ
の
事
か
な
は
す
は
さ
る
さ
は
の
池
へ
も
身
を
な
け
て
し
な
ん
命
は
を
し
か
ら
じ
と
た
・
さ
め
く
と
は
か
り
な
り
ゐ
な
か
殿
き
・
給
ひ
て
さ
て
ハ
い
き
の
守
と
の
・
ひ
と
り
姫
に
て
候
へ
し
心
を
く
た
き
お
ほ
し
め
す
も
こ
と
わ
り
や
こ
の
君
と
申
す
は
い
き
の
か
み
御
ふ
た
り
四
そ
ち
に
な
ら
せ
給
ふ
ま
て
子
の
な
き
事
を
悲
し
み
て
八
月
も
ち
の
夜
の
月
に
向
ひ
て
い
の
ら
せ
給
へ
は
北
の
方
の
右
も
に
た
の
ま
れ
申
さ
ん
と
い
ひ
け
れ
ば
。
た
の
も
し
の
人
の
こ
と
ば
や
な
。
か
く
て
き
え
な
ば
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
な
に
つ
み
ふ
か
し
。
今
は
何
を
か
か
く
し
ま
い
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
か
わ
　
　
は
な
ん
。
す
き
に
し
こ
ろ
白
河
の
花
木
の
ま
を
た
ど
り
し
に
。
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
き
み
を
み
て
。
今
は
い
の
ち
の
た
ま
の
を
の
。
た
え
な
ん
の
ち
に
た
れ
人
か
。
つ
ゆ
も
あ
は
れ
と
お
も
ふ
ま
じ
　
。
も
し
も
此
事
か
な
は
す
は
。
さ
る
さ
は
の
い
け
へ
も
身
を
な
げ
て
。
し
な
ん
い
の
ち
は
お
し
か
　
ら
じ
と
。
た
“
さ
め
く
と
ば
か
り
な
り
。
ゐ
な
か
ど
の
き
・
給
ひ
て
。
さ
て
は
い
き
の
か
み
ど
の
・
ひ
と
り
び
め
に
て
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。
心
を
く
だ
き
お
ぼ
し
め
す
も
こ
と
わ
り
や
。
此
き
み
と
申
は
。
い
き
の
か
み
御
ふ
た
り
四
そ
ぢ
に
な
ら
せ
給
ふ
ま
て
。
子
の
な
き
こ
と
を
か
な
し
み
て
。
八
月
十
五
夜
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ぎ
に
む
か
ひ
て
い
の
ら
せ
た
ま
へ
ば
。
き
た
の
か
た
の
右
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の
挟
へ
月
の
や
と
ら
せ
給
ふ
と
御
ち
言
あ
ら
た
に
蒙
ら
せ
給
ひ
い
て
き
さ
せ
お
は
し
ま
す
姫
に
て
ま
し
ま
せ
は
う
つ
く
し
き
事
は
こ
と
わ
り
な
り
御
名
を
は
た
ま
よ
の
姫
と
申
し
候
い
か
な
る
か
た
さ
ま
よ
り
も
ふ
み
た
ま
つ
さ
の
か
よ
ふ
事
ふ
る
雨
の
あ
し
よ
り
し
け
く
し
く
候
へ
と
も
に
よ
こ
き
さ
き
も
し
く
は
公
卿
殿
上
人
な
ら
て
は
御
む
ご
に
と
ら
し
と
て
秘
蔵
し
給
ふ
姫
に
て
候
か
お
こ
と
は
た
・
な
ら
ぬ
お
ん
か
た
と
み
ま
ゐ
ら
せ
候
ま
・
か
な
へ
て
ま
ゐ
ら
す
へ
し
御
心
や
す
く
お
ほ
し
め
せ
さ
い
は
ひ
わ
ら
は
か
娘
を
そ
の
姫
君
へ
御
宮
仕
に
ま
ゐ
ら
せ
け
し
や
う
の
ま
へ
と
め
さ
れ
候
自
ら
も
さ
い
く
か
の
姫
の
御
方
へ
ま
ゐ
り
候
お
ふ
み
遊
ば
せ
た
・
ち
に
と
・
け
て
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
い
へ
は
苔
丸
た
も
と
の
訣
へ
月
の
や
ど
ら
せ
給
ふ
と
。
御
ち
げ
ん
あ
ら
た
に
か
う
ふ
ら
せ
給
ひ
。
い
で
き
さ
せ
お
は
し
ま
す
ひ
め
に
て
　
ま
し
ま
せ
ば
。
う
つ
く
し
　
　
　
　
こ
と
は
り
き
こ
と
は
断
な
り
。
御
名
を
ば
た
ま
よ
の
ひ
め
と
申
し
さ
ふ
ら
ふ
。
い
か
な
る
か
た
さ
ま
よ
り
も
。
ふ
み
た
ま
つ
さ
の
か
よ
ふ
事
。
ふ
る
あ
め
　
　
よ
り
し
げ
く
し
く
さ
ふ
ら
へ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぎ
や
う
に
よ
う
ご
き
さ
き
。
も
し
く
は
公
卿
て
ん
じ
や
う
人
な
ら
で
は
。
御
む
ご
に
と
ら
し
と
て
。
ひ
さ
う
し
給
ふ
ひ
め
に
て
さ
ふ
ら
ふ
が
。
御
こ
と
は
た
・
な
ら
ぬ
御
方
　
　
ま
い
と
み
参
ら
せ
候
ま
・
。
か
な
へ
て
ま
い
ら
す
べ
し
　
御
心
や
す
く
お
ほ
し
め
せ
。
さ
い
は
い
わ
ら
は
が
む
す
め
を
そ
の
ひ
め
ぎ
み
へ
御
み
や
つ
か
ひ
に
ま
い
ら
せ
。
け
し
や
う
の
ま
ひ
と
め
さ
れ
さ
ふ
ら
ふ
。
み
つ
か
ら
も
さ
い
く
か
の
ひ
め
の
御
　
　
　
ま
い
り
か
た
へ
参
候
。
御
ふ
み
あ
そ
ば
せ
と
ど
け
て
ま
い
ら
せ
ん
と
い
へ
ば
。
こ
け
ま
る
一102一
詞
書
九
⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
（
八
ウ
）
殿
い
と
う
れ
し
く
て
　
君
ゆ
ゑ
に
か
き
あ
つ
め
た
る
木
の
　
葉
と
も
の
ち
り
な
ん
後
を
た
れ
か
　
と
は
ま
し
　
　
　
か
や
う
に
あ
そ
は
し
わ
た
し
給
へ
は
ゐ
な
か
殿
快
に
入
れ
や
か
て
か
な
た
へ
ま
ゐ
ら
せ
ん
と
て
白
河
の
御
所
へ
ま
ゐ
り
け
れ
は
姫
君
つ
く
く
と
み
さ
せ
給
ひ
な
に
と
て
こ
の
ほ
と
は
う
ち
た
え
給
し
と
雪
を
あ
さ
む
く
御
顔
を
も
た
け
さ
せ
給
ひ
い
と
な
つ
か
し
け
に
お
ほ
せ
給
へ
は
ゐ
な
か
殿
御
前
に
人
の
な
き
を
り
を
え
て
し
か
く
の
御
文
と
て
そ
は
に
お
く
姫
は
耳
を
そ
は
め
は
つ
か
し
け
に
う
つ
ふ
き
給
へ
と
も
ゐ
な
か
殿
人
た
ら
し
の
上
手
に
て
む
か
し
よ
り
つ
れ
な
き
人
は
あ
さ
ま
し
く
な
り
は
て
候
い
た
づ
ら
に
な
り
し
小
野
の
小
町
か
事
ま
で
と
の殿
い
と
う
れ
し
く
て
　
　
君
ゆ
へ
に
か
き
あ
つ
め
た
る
木
の
　
　
は
共
の
ち
り
な
ん
の
ち
を
た
れ
か
　
　
と
は
ま
し
　
　
　
か
や
う
に
あ
そ
ば
し
わ
た
し
た
ま
へ
ば
。
ゐ
な
か
ど
の
た
も
と
に
入
。
や
か
て
か
な
へ
て
ま
い
ら
せ
ん
と
て
。
し
ら
か
は
の
御
し
よ
へ
ま
い
り
け
れ
は
。
ひ
め
ぎ
み
つ
く
く
と
み
さ
せ
給
ひ
。
何
と
て
此
ほ
ど
は
。
う
ち
た
え
給
ひ
し
と
。
ゆ
き
を
あ
さ
む
く
御
か
ほ
を
も
た
げ
さ
せ
給
ひ
。
い
と
な
つ
か
し
け
に
お
ほ
せ
さ
ふ
ら
へ
ば
。
ゐ
な
か
ど
の
御
ま
へ
に
人
の
な
き
お
り
を
え
て
。
し
か
く
の
御
ふ
み
と
て
。
そ
ば
に
を
く
。
［
み
・
を
そ
ば
め
は
つ
か
し
げ
　
に
う
ち
う
つ
ふ
き
給
へ
共
。
ゐ
な
か
ど
の
。
　
　
　
　
　
じ
や
う
ず
人
た
ら
し
の
上
手
に
て
。
む
か
し
よ
り
つ
れ
な
き
人
は
。
あ
さ
ま
し
く
な
り
は
て
候
。
い
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ま
ち
ら
に
な
り
し
を
の
・
小
町
が
こ
と
ま
て
一103一
新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
　
1
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
1
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
詞
書
十
⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
（
九
ウ
）
い
ひ
き
か
せ
け
れ
は
さ
す
か
心
つ
よ
き
も
つ
み
ふ
か
し
岩
木
に
あ
ら
ぬ
み
な
れ
は
と
て
か
く
そ
か
し
　
を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
知
ら
ぬ
山
　
　
猿
の
お
ほ
つ
か
な
く
も
わ
れ
を
　
　
　
と
ふ
か
や
　
　
　
筆
も
し
と
ろ
に
書
き
流
し
さ
し
お
き
給
ふ
を
と
る
手
も
う
れ
し
く
て
や
が
て
こ
ん
く
と
い
ひ
ち
ら
し
狐
の
ゐ
な
か
は
か
へ
り
け
り
い
そ
き
苔
丸
殿
に
も
ち
ゆ
き
み
せ
け
れ
は
う
れ
し
く
て
ふ
と
お
き
上
り
三
度
い
た
・
き
み
て
う
つ
く
し
の
御
手
や
と
む
ね
に
あ
て
顔
に
あ
て
そ
れ
よ
り
は
な
ほ
い
や
ま
し
に
忍
ひ
つ
・
た
ひ
く
の
お
ん
ふ
み
を
や
り
給
へ
は
ふ
た
り
の
行
末
は
や
か
て
あ
ふ
せ
と
な
り
給
ふ
け
に
や
を
さ
・
の
ひ
と
ふ
し
も
な
れ
て
の
後
は
し
の
ひ
く
に
通
ひ
つ
・
今
は
浅
か
ら
ぬ
い
ひ
き
か
せ
け
れ
ば
。
さ
す
が
心
つ
よ
き
も
つ
み
ふ
か
し
。
い
は
き
に
あ
ら
ぬ
身
な
れ
ば
と
て
。
か
く
そ
返
し
　
を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
　
　
ざ
る
の
お
ほ
つ
か
な
く
も
わ
れ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
で
　
　
　
と
ふ
か
や
　
　
　
筆
も
し
ど
う
に
か
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
な
が
し
。
さ
し
を
き
給
ふ
を
。
と
る
手
も
う
れ
し
く
て
。
や
が
て
こ
ん
く
と
い
ひ
ち
ら
し
。
き
つ
ね
の
ゐ
な
か
は
か
へ
り
け
り
。
い
そ
ぎ
こ
け
ま
る
ど
の
に
も
ち
て
ゆ
き
。
み
せ
け
れ
ば
。
う
れ
し
く
て
ふ
と
お
き
あ
が
り
。
三
ど
い
た
“
き
み
て
。
う
つ
く
し
の
御
手
や
と
。
む
ね
に
あ
て
か
ほ
に
あ
て
。
そ
れ
よ
り
　
な
を
い
や
ま
し
に
思
ひ
つ
・
。
た
び
く
の
御
ふ
み
を
や
り
た
ま
へ
ば
　
ふ
た
か
は
の
ゆ
く
す
ゑ
は
。
や
が
て
あ
ふ
せ
と
な
り
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ち
け
に
や
を
ざ
・
の
ひ
と
ふ
し
も
。
な
れ
て
の
後
は
し
の
び
く
に
か
よ
ひ
つ
・
。
い
ま
は
あ
さ
か
ら
ぬ
一104一
詞
書
十
一
⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②①
　
　
（
＋
ウ
）
な
か
と
な
ら
せ
給
ふ
父
い
き
の
か
み
北
の
方
き
・
給
ひ
け
に
も
丹
波
の
能
勢
の
ま
し
を
の
こ
ん
の
か
み
の
苔
丸
殿
は
き
・
及
ひ
し
色
こ
の
み
い
か
な
る
公
卿
殿
上
人
の
中
に
も
な
き
姿
也
い
ま
は
御
け
ん
さ
ん
と
て
い
ろ
く
み
山
の
く
わ
し
と
り
あ
つ
め
て
も
て
は
や
さ
せ
給
ふ
此
事
丹
波
の
こ
ん
の
守
き
こ
し
め
し
こ
の
頃
い
つ
方
へ
わ
た
ら
せ
給
ふ
そ
と
思
ひ
し
に
さ
て
は
さ
や
う
の
事
に
て
あ
り
し
を
し
ら
さ
る
事
よ
と
て
御
む
か
ひ
に
馬
の
り
も
の
こ
の
葉
猿
共
を
お
ひ
た
・
し
く
つ
か
は
し
給
ふ
苔
丸
殿
は
た
ま
よ
姫
ひ
き
く
し
丹
波
へ
こ
え
給
ふ
父
母
吉
日
を
え
ら
ひ
こ
け
ん
さ
ん
あ
り
て
み
給
ふ
に
よ
に
は
か
・
る
う
る
は
し
き
姫
君
も
あ
り
け
る
よ
苔
丸
中
と
な
ら
せ
給
ふ
。
ち
・
い
き
の
か
み
。
き
た
の
か
た方
き
・
給
ひ
。
げ
に
も
た
ん
ば
の
。
の
せ
の
。
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
も
お
の
こ
ん
の
か
み
の
こ
け
ま
る
ど
の
は
。
聞
を
よ
び
し
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
や
う
色
こ
の
み
い
か
成
く
ぎ
や
う
て
ん
上
人
の
中
に
も
な
き
す
が
た
な
り
。
い
ま
は
御
け
ん
ざ
ん
と
て
。
い
ろ
く
み
や
ま
の
く
は
し
と
り
あ
つ
め
て
　
も
て
は
や
さ
せ
給
ふ
。
此
事
た
ん
ば
の
こ
ん
の
か
み
き
こ
し
め
し
。
此
ご
ろ
い
つ
か
た
へ
も
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
ぞ
と
お
も
ひ
し
に
。
さ
て
は
さ
や
う
の
事
に
て
あ
り
し
を
。
し
ら
ざ
る
事
よ
と
て
。
御
む
か
ひ
に
馬
。
の
り
物
。
こ
の
は
ざ
る
共
を
お
び
た
・
し
く
つ
か
は
し
給
ふ
。
こ
け
ま
る
ど
の
　
。
た
ま
よ
の
ひ
め
君
を
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
こ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ち
に
ち
ぐ
し
。
た
ん
ば
へ
越
給
ふ
。
ち
・
は
・
吉
日
を
え
ら
ひ
。
御
げ
む
ざ
ん
有
て
み
給
ふ
に
。
よ
に
は
か
・
る
う
つ
く
し
き
ひ
め
ぎ
み
も
　
有
か
や
。
こ
け
ま
る
一105一
新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
　
1
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
1
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
詞
書
十
二
⑥⑤④③②①
　
　
（
＋
一
ウ
）
殿
の
心
を
つ
く
し
つ
る
も
こ
と
わ
り
や
と
て
と
り
は
や
さ
せ
給
ふ
そ
の
後
み
こ
あ
ま
た
う
ま
れ
さ
せ
給
ひ
す
ゑ
は
ん
し
や
う
に
さ
か
ゑ
さ
せ
給
ふ
む
か
し
も
い
ま
も
か
・
る
御
幸
あ
ら
し
と
め
て
た
き
事
か
き
り
な
し
践
文
（
裏
表
紙
見
返
し
）
①
右
能
勢
猿
草
子
は
大
正
己
未
の
②
年
の
年
の
は
し
め
に
徒
然
な
る
ま
・
③
に
も
の
し
今
六
月
廿
九
日
改
装
④
し
了
り
ぬ
、
青
虹
希
雄
誌
　
の
心
を
つ
く
し
つ
る
も
こ
と
は
り
や
と
て
。
と
り
は
や
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
・
ち
御
子
あ
ま
た
い
で
き
さ
せ
給
ひ
。
す
ゑ
は
ん
じ
や
う
に
さ
か
へ
さ
せ
た
ま
ふ
。
む
か
し
も
い
ま
も
か
・
る
御
さ
い
は
ひ
あ
ら
し
と
め
で
た
き
事
か
す
か
き
り
な
し
一106一
【
架
蔵
本
釈
文
】
　
〔
凡
例
〕
一
、
お
お
む
ね
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
室
町
物
語
集
』
（
上
下
）
の
　
　
方
針
に
従
っ
た
。
但
し
、
読
み
仮
名
は
濁
点
を
省
い
た
。
一
、
絵
の
位
置
を
、
（
絵
一
～
＋
）
の
ご
と
く
示
し
た
。
　
〔
釈
文
〕
　
い
つ
れ
の
時
に
か
あ
り
け
む
、
丹
波
の
国
、
能
勢
の
山
に
、
年
を
経
　
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
の
か
み
し
猿
あ
り
。
名
を
ば
、
ま
し
を
の
権
守
と
申
し
け
る
。
そ
の
子
に
苔
丸
と
の
　
　
　
　
　
　
　
す
く
　
　
　
　
ち
　
ゑ
　
　
さ
い
か
く
　
　
け
い
の
う
す
く
　
　
　
　
　
　
か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
け
殿
と
て
世
に
優
れ
て
智
恵
、
才
覚
、
芸
能
優
れ
け
る
方
あ
り
。
こ
の
苔
ま
る
　
　
　
あ
ふ
き
　
　
　
　
と
　
　
ひ
と
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
丸
殿
、
扇
お
つ
取
り
一
さ
し
舞
う
て
入
り
給
ふ
を
、
い
か
な
る
者
も
、
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
見
る
よ
り
心
空
に
な
し
、
お
も
し
ろ
か
ら
ず
と
い
う
事
な
し
。
　
　
　
　
　
　
こ
け
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
た
　
ち
　
さ
る
ほ
ど
に
、
苔
丸
殿
、
や
う
や
う
二
十
歳
ば
か
り
に
な
ら
せ
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
め
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
み
　
　
　
　
　
き
父
母
い
か
な
る
方
よ
り
も
御
嫁
御
を
と
申
さ
せ
給
へ
ど
も
、
耳
に
も
聞
　
　
　
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
き
入
れ
給
は
ず
、
「
わ
れ
思
ふ
子
細
あ
り
、
な
み
な
み
な
ら
ん
も
の
を
、
　
　
　
　
つ
ま
　
　
む
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
む
す
め
い
か
で
か
妻
に
迎
へ
ん
、
世
に
時
め
く
公
卿
殿
上
人
の
御
娘
な
ら
で
は
ひ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
久
し
か
ら
ぬ
う
き
世
に
何
か
せ
む
。
と
思
し
召
し
け
る
。
世
の
中
の
人
た
ち
　
　
　
　
　
ほ
と
　
　
　
　
　
の
そ
　
　
　
　
そ
し
　
　
　
　
　
　
む
や
か
ら
達
、
身
の
程
知
ら
ぬ
望
み
と
誘
り
給
は
ん
輩
も
あ
る
べ
し
。
事
も
お
ろ
　
　
　
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
　
　
　
　
し
か
や
、
我
ら
が
先
祖
、
猿
丸
太
夫
は
、
皆
人
の
知
れ
る
歌
よ
み
な
り
。
　
　
　
　
　
も
み
じ
ふ
　
　
わ
　
　
な
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
聲
聞
く
と
き
ぞ
秋
は
悲
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
し
と
よ
み
給
ひ
し
歌
は
、
こ
れ
を
小
倉
山
の
色
紙
の
歌
の
う
ち
に
定
家
卿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
も
も
入
れ
ら
れ
し
な
り
。
そ
の
ほ
か
世
々
の
歌
人
の
説
に
も
、
わ
れ
を
い
な
お
ほ
せ
　
こ
え
　
し
お
そ
け
い
つ
稲
負
鳥
、
ま
し
ら
の
声
な
ど
と
い
へ
る
を
知
ら
ず
や
。
恐
ら
く
は
系
図
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
た
れ
き
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
か
ら
　
ま
し
に
お
き
て
は
（
絵
一
）
誰
人
に
か
劣
る
べ
き
。
な
ま
じ
ひ
な
る
輩
と
交
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
い
は
　
は
さ
ま
　
　
　
　
　
　
　
な
か
は
り
て
、
何
か
せ
む
。
」
と
思
し
召
し
、
春
は
岩
の
聞
に
て
花
を
眺
め
、
　
　
い
う
　
　
　
　
め
よ
う
つ
　
み
あ
い
秋
は
色
付
く
木
々
の
梢
に
て
月
を
愛
で
、
万
の
木
の
実
を
愛
し
、
い
み
　
　
い
ろ
こ
の
み
じ
き
色
好
み
に
て
お
は
し
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
が
ん
　
　
し
さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ゐ
　
さ
る
あ
い
だ
立
願
の
子
細
有
り
て
、
日
枝
の
御
神
に
参
ら
せ
給
ひ
　
　
　
　
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
な
き
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
に
し
き
け
る
が
、
折
し
も
都
は
、
柳
桜
を
こ
き
混
ぜ
た
る
、
錦
の
春
に
て
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
な
か
　
　
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ば
、
こ
こ
か
し
こ
東
山
の
辺
り
を
眺
め
歩
か
せ
給
ふ
。
こ
こ
に
北
し
ら
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
く
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
白
河
の
辺
り
に
、
然
も
あ
り
げ
に
造
り
た
る
草
木
の
御
所
あ
り
。
是
は
、
　
　
　
　
　
　
す
み
か
　
　
　
よ
　
か
す
み
た
ま
　
な
か
い
か
な
る
人
の
住
処
や
ら
む
と
、
立
ち
寄
り
、
霞
の
絶
え
間
よ
り
眺
め
　
　
　
　
ひ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ひ
　
　
　
　
　
ゐ
給
へ
ば
、
光
る
ほ
（
絵
二
）
ど
の
姫
君
、
琴
弾
き
て
居
給
へ
り
。
い
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
た
な
る
方
や
ら
む
と
ゆ
か
し
け
れ
ば
、
心
も
空
に
な
り
つ
つ
、
瞬
き
も
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
う
さ
き
で
ま
ぼ
ら
せ
給
ふ
。
か
や
う
に
心
を
動
か
し
給
ふ
も
こ
と
わ
り
成
。
兎
　
い
き
の
か
み
　
　
　
ひ
と
り
ひ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
じ
ゃ
う
の
壱
岐
守
殿
の
一
人
姫
に
て
ぞ
お
は
し
け
る
。
そ
の
姿
尋
常
に
、
耳
の
あ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ち
辺
り
ぬ
れ
ぬ
れ
と
色
白
く
、
世
に
は
並
び
な
き
御
形
に
て
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
け
ま
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く
苔
丸
殿
は
つ
く
づ
く
と
見
給
ひ
て
、
世
の
中
に
か
か
る
美
し
き
人
も
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
あ
し
り
け
り
。
い
か
に
し
て
も
つ
て
も
が
な
と
、
そ
れ
よ
り
踏
む
足
も
し
ど
　
　
　
　
ゆ
め
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
み
や
し
ろ
　
　
ま
ゐ
う
に
て
、
夢
に
道
た
ど
る
や
う
に
し
て
、
日
枝
の
御
社
に
参
ら
し
、
き
め
う
ち
ゃ
う
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
お
も
か
け
　
　
わ
す
「
帰
命
頂
礼
山
王
二
十
一
社
、
白
河
辺
り
に
て
見
し
君
の
面
影
、
忘
れ
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ち
　
　
き
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
や
ら
で
、
今
は
露
の
命
も
消
え
失
せ
な
ん
と
思
ふ
こ
の
身
を
助
け
、
か
　
ひ
め
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
み
た
の
姫
に
会
は
せ
て
た
び
給
へ
と
、
肝
心
を
く
だ
き
、
涙
な
が
ら
く
ど
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
き
給
ひ
て
、
御
前
を
立
た
せ
給
ふ
が
、
目
も
舞
ひ
、
心
消
え
消
え
と
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
け
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
へ
帰
ら
ん
事
も
な
り
が
た
く
、
木
の
葉
か
き
寄
せ
一107一
新
出
の
『
の
せ
猿
草
子
』
奈
良
絵
本
に
つ
い
て
　
！
概
説
・
翻
刻
・
釈
文
1
学
習
院
女
子
大
学
　
紀
要
　
第
十
号
　
　
　
　
　
こ
け
ち
　
　
　
　
　
　
た
ふ
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
枕
と
し
て
、
苔
路
の
む
し
ろ
に
倒
れ
臥
し
、
ほ
れ
ぼ
れ
と
し
て
明
か
さ
せ
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
き
つ
ね
　
ゐ
な
か
と
の
　
　
ま
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
け
　
し
か
る
所
に
、
狐
の
田
舎
殿
、
参
り
あ
は
せ
給
ひ
、
か
の
苔
丸
殿
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
　
　
う
る
は
つ
く
づ
く
と
見
て
「
御
目
も
と
、
手
足
の
麗
し
さ
よ
。
い
か
な
る
御
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
み
や
し
ろ
　
　
ま
う
な
れ
ば
、
か
く
て
こ
こ
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
ぞ
、
定
め
て
此
の
御
社
へ
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
こ
　
　
　
　
と
で
給
ふ
が
、
旅
に
つ
か
れ
給
ふ
か
。
」
と
懇
ろ
に
問
ひ
し
か
ば
、
苔
丸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
殿
、
「
い
や
こ
れ
は
行
方
も
な
き
（
絵
三
・
絵
四
）
下
膓
の
子
に
て
候
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
か
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ら
こ
と
　
　
　
　
　
ま
ゐ
と
答
へ
さ
せ
給
ふ
に
、
田
舎
殿
「
い
や
い
や
そ
れ
は
虚
言
と
思
ひ
参
ら
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
　
　
　
　
　
ま
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ
す
る
。
い
か
さ
ま
此
御
神
へ
詣
で
さ
せ
給
ふ
人
の
中
に
、
誰
そ
の
姫
な
　
　
　
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ゐ
ど
を
御
覧
じ
て
、
し
づ
心
な
き
懸
に
沈
ま
せ
給
ふ
と
見
参
ら
せ
候
。
心
　
　
　
の
こ
の
中
を
残
さ
ず
語
り
給
へ
。
」
と
、
頼
も
し
げ
に
、
し
み
じ
み
と
申
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
も
の
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
け
れ
ば
、
苔
丸
殿
、
涙
を
は
ら
は
ら
と
流
し
、
「
物
や
思
ふ
と
人
の
問
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ほ
　
　
あ
か
ふ
ま
で
と
い
ふ
事
の
候
。
」
と
て
、
恥
つ
か
し
げ
に
御
顔
を
赤
ら
め
さ
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
か
　
　
　
　
　
い
う
せ
給
ひ
、
う
ち
臥
し
給
へ
ば
、
そ
の
時
、
田
舎
殿
、
「
色
を
も
香
を
も
し
し
み
つ
か
わ
か
　
さ
よ
う
知
る
人
ぞ
知
る
。
自
ら
も
若
く
候
ひ
し
時
は
、
左
様
の
こ
と
も
候
ひ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
　
　
　
　
　
　
な
ら
な
り
。
思
ひ
も
懸
も
若
き
時
の
習
ひ
な
り
。
つ
つ
ま
ず
申
さ
せ
給
へ
。
い
の
ち
　
へ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
命
と
共
（
絵
五
）
に
頼
ま
れ
申
さ
ん
。
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
「
頼
も
し
の
　
　
こ
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
つ
み
ふ
か
　
　
　
　
い
ま
　
　
な
に
　
　
　
　
か
く
　
　
ま
ゐ
人
の
言
葉
や
な
。
か
く
て
消
え
な
ば
罪
深
し
。
今
は
何
を
か
隠
し
参
ら
　
　
　
す
こ
ろ
し
ら
　
ま
た
と
　
よ
せ
ん
。
過
ぎ
に
し
頃
、
白
河
の
花
木
の
間
を
辿
り
し
に
、
思
ひ
も
寄
ら
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
い
の
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
れ
ぬ
君
を
見
て
、
今
は
命
の
玉
の
緒
の
、
絶
え
な
ん
後
に
誰
人
か
、
露
も
　
　
　
　
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
さ
は
あ
は
れ
と
思
ふ
ま
じ
き
。
も
し
も
此
事
叶
は
ず
は
、
猿
澤
の
池
へ
も
身
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
を
投
げ
て
、
死
な
ん
命
は
惜
し
か
ら
じ
。
」
と
、
た
だ
さ
め
ざ
め
と
ば
か
り
な
り
。
　
ゐ
な
か
ど
の
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
の
　
と
の
　
　
ひ
と
り
　
田
舎
殿
、
聞
き
給
ひ
て
、
「
さ
て
は
壱
岐
守
殿
の
一
人
姫
に
て
候
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
し
。
心
を
く
だ
き
お
ぼ
し
め
す
も
こ
と
わ
り
や
。
此
君
と
申
す
は
、
い
　
き
の
か
み
　
　
ふ
た
り
よ
　
そ
　
ち
壱
岐
守
御
二
人
四
十
路
に
な
ら
せ
給
ふ
ま
で
、
子
の
無
き
事
を
悲
し
み
　
　
　
　
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
て
、
八
月
望
の
夜
の
月
に
向
ひ
て
祈
ら
せ
給
へ
ば
、
北
の
方
の
右
（
絵
　
　
　
　
　
　
　
や
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
六
）
の
挟
へ
月
の
宿
ら
せ
給
ふ
と
、
御
示
現
あ
ら
た
に
蒙
ら
せ
給
ひ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
つ
く
い
で
き
さ
せ
お
は
し
ま
す
姫
に
て
ま
し
ま
せ
ば
、
美
し
き
事
は
こ
と
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
さ
ま
り
な
り
。
御
名
を
ば
、
た
ま
よ
の
姫
と
申
し
候
。
い
か
な
る
方
様
よ
り
　
　
ふ
み
た
ま
つ
さ
　
か
よ
　
　
　
ふ
　
　
　
あ
し
　
　
し
け
く
も
、
文
玉
章
の
通
ふ
こ
と
降
る
雨
の
脚
よ
り
繁
々
し
く
候
へ
ど
も
、
に
よ
マ
き
さ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
こ
女
御
后
、
も
し
く
は
公
卿
殿
上
人
な
ら
で
は
御
智
に
と
ら
じ
と
て
、
秘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
か
た
　
　
み
ま
ゐ
蔵
し
給
ふ
姫
に
て
候
が
、
御
こ
と
は
た
だ
な
ら
ぬ
御
方
と
見
参
ら
せ
候
　
　
　
か
な
　
　
　
　
ま
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
は
ま
ま
、
叶
へ
て
参
ら
す
べ
し
。
御
心
や
す
く
お
ぼ
し
め
せ
。
幸
い
わ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
へ
　
　
め
は
が
娘
を
、
そ
の
姫
君
へ
御
宮
仕
に
参
ら
せ
、
け
し
や
う
の
前
と
召
さ
　
　
　
　
　
　
さ
い
く
　
　
　
　
　
　
ま
ゐ
　
　
お
ふ
み
　
　
　
な
れ
候
。
自
ら
も
再
々
か
の
姫
の
御
方
へ
参
り
候
。
御
文
遊
ば
せ
。
直
ち
　
と
コ
　
　
　
ま
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
に
届
け
て
参
ら
せ
ん
。
」
と
言
へ
ば
、
苔
丸
（
絵
七
）
殿
い
と
嬉
し
く
て
、
　
　
　
ゆ
ゑ
か
あ
つ
　
は
ち
　
た
れ
と
　
　
君
故
に
掻
き
集
め
た
る
木
の
葉
ど
も
の
散
り
な
ん
後
を
誰
か
問
は
　
　
ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
か
か
や
う
に
あ
そ
ば
し
渡
し
給
へ
ば
、
田
舎
殿
、
挟
に
入
れ
、
や
が
て
か
　
　
　
ま
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ゐ
な
た
へ
参
ら
せ
ん
と
て
、
白
河
の
御
所
へ
参
り
け
れ
ば
、
姫
君
つ
く
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
く
と
見
さ
せ
給
ひ
、
「
何
と
て
こ
の
程
は
、
う
ち
絶
え
給
し
。
」
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
雪
を
あ
ざ
む
く
御
顔
を
も
た
げ
さ
せ
給
ひ
、
い
と
懐
か
し
げ
に
仰
せ
給
一108一
　
　
　
ゐ
な
か
　
　
　
　
　
　
　
を
り
　
え
　
　
し
か
く
へ
ば
、
田
舎
殿
、
御
前
に
人
の
な
き
折
を
得
て
、
然
々
の
御
文
と
て
、
そ
は
　
　
　
お
傍
に
置
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
か
　
姫
は
耳
を
そ
ば
め
、
恥
つ
か
し
げ
に
う
つ
ぶ
き
給
へ
ど
も
、
田
舎
殿
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
人
た
ら
し
の
上
手
に
て
、
昔
よ
り
つ
れ
な
き
人
は
、
あ
さ
ま
し
く
な
り
　
　
　
　
い
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
き
は
て
候
、
徒
ら
に
な
り
し
小
野
小
町
が
事
ま
で
（
絵
八
）
言
ひ
聞
か
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
よ
　
　
　
つ
み
ふ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
け
れ
ば
、
さ
す
が
心
強
き
も
罪
深
し
、
岩
木
に
あ
ら
ぬ
身
な
れ
ば
と
て
、
か
く
そ
か
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
　
　
　
と
　
　
を
ち
こ
ち
の
た
つ
き
も
知
ら
ぬ
山
猿
の
お
ぼ
つ
か
な
く
も
我
を
問
　
　
ふ
か
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
　
筆
も
し
ど
う
に
書
き
流
し
、
差
し
置
き
給
ふ
を
、
と
る
手
も
嬉
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
な
か
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
い
そ
て
、
や
が
て
こ
ん
こ
ん
と
言
ひ
散
ら
し
、
狐
の
田
舎
は
帰
り
け
り
。
急
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぎ
苔
丸
殿
に
持
ち
行
き
、
見
せ
け
れ
ば
、
嬉
し
く
て
ふ
と
起
き
上
り
、
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
う
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ね
三
度
い
た
だ
き
見
て
、
美
し
の
御
手
や
と
、
胸
に
あ
て
顔
に
あ
て
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
た
ひ
く
お
ん
ふ
み
れ
よ
り
は
な
ほ
い
や
増
し
に
忍
ひ
つ
つ
、
度
々
の
御
文
を
や
り
給
へ
ば
、
ふ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
さ
へ
　
　
ひ
と
ふ
し
二
人
の
行
末
は
、
や
が
て
逢
ふ
瀬
と
な
り
給
ふ
。
げ
に
や
小
笹
の
一
節
　
　
　
　
　
　
　
　
し
の
も
、
な
れ
て
の
後
は
忍
び
忍
び
に
通
ひ
つ
つ
、
今
は
浅
か
ら
ぬ
（
絵
九
）
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
き
の
か
み
　
　
　
　
　
　
　
き
仲
と
な
ら
せ
給
ふ
。
父
萱
岐
守
、
北
の
方
聞
き
給
ひ
、
げ
に
も
丹
波
の
　
　
　
　
ま
し
を
こ
ん
の
か
み
　
き
こ
の
能
勢
の
、
猿
尾
の
権
守
の
苔
丸
殿
は
、
聞
き
及
び
し
色
好
み
、
い
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
け
ん
さ
ん
　
　
い
ろ
く
み
る
公
卿
殿
上
人
の
中
に
も
な
き
姿
也
。
今
は
御
見
参
と
て
、
色
々
深
山
　
く
わ
し
　
と
　
　
　
あ
つ
の
菓
子
採
り
集
め
て
、
も
て
は
や
さ
せ
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
の
き
　
め
　
　
　
い
つ
　
わ
た
　
此
事
、
丹
波
の
権
守
聞
こ
し
召
し
、
「
こ
の
頃
何
方
へ
渡
ら
せ
給
ふ
ぞ
と
思
ひ
し
に
、
さ
て
は
さ
や
う
の
事
に
て
あ
り
し
を
、
知
ら
ざ
る
事
　
　
　
　
　
　
む
か
ひ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
も
の
　
　
こ
よ
。
」
と
て
、
御
迎
ひ
に
馬
、
乗
り
物
、
木
の
葉
猿
共
を
お
び
た
だ
し
　
つ
か
　
　
　
　
た
ま
よ
ひ
く
　
　
こ
く
遣
は
し
給
ふ
。
苔
丸
殿
は
、
玉
世
姫
引
き
具
し
、
丹
波
へ
越
え
給
ふ
。
　
　
　
　
　
え
ら
　
　
　
　
こ
け
ん
さ
ん
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
は
父
母
吉
日
を
選
び
、
御
見
参
あ
り
て
見
給
ふ
に
、
世
に
は
か
か
る
麗
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
き
姫
君
も
あ
り
け
る
よ
。
苔
丸
（
絵
＋
）
殿
の
心
を
尽
し
つ
る
も
こ
と
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
う
わ
り
や
と
て
、
取
り
は
や
さ
せ
給
ふ
。
そ
の
後
御
子
あ
ま
た
生
ま
れ
さ
　
　
　
　
す
ゑ
は
ん
し
や
う
　
　
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し
　
　
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
わ
じ
せ
給
ひ
、
末
繁
昌
に
栄
ゑ
さ
せ
給
ふ
。
昔
も
今
も
か
か
る
御
幸
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
じ
と
、
め
で
た
き
事
限
り
な
し
。
　
（
践
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
　
右
、
能
勢
猿
草
子
は
、
大
正
己
未
の
年
の
年
の
初
め
に
、
徒
然
な
る
　
　
　
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
し
る
ま
ま
ま
に
物
し
、
今
六
月
二
十
九
日
改
装
し
了
り
ぬ
。
　
青
虹
希
雄
誌
。
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